
『
中
国
出
土
文
献
研
究
2
0
1
0
』
(
『
中
国
研
究
集
刊
』
別
冊
特
集
号
(
総
玉
十
二
号
)
)

平
成
二
十
三
年
二
月
七
九
1
九
一
頁

(
票
)
「
北
京
大
学
出
士
文
献
研
究
所
工
作
簡
報
」
総
第
一
期

竹
田
健
二

本
稿
は
、
二
0
0
九
年
に
北
京
大
学
が
収
蔵
し
た
漢
簡
に
関
す

る
内
部
文
書
「
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
工
作
簡
報
」
(
以
下
、

「
簡
報
」
と
略
称
す
る
)
総
第
一
期
(
二
0
0
九
年
十
月
)
を
、

北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
所
長
・
朱
鳳
瀚
教
授
の
了
解
を
得
て

翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
簡
報
」
総
第
一
期
に
は
、
「
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
入
蔵
以
来

工
作
紀
要
(
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
の
収
蔵
後
の
作
業
に
関
す
る

要
録
)
」
・
「
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
情
況
簡
介
(
北
京
大
学
蔵
西

漢
竹
書
の
状
況
の
説
明
)
」
・
「
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
保
存
状
況

及
保
護
措
施
(
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
の
保
存
状
況
と
保
護
措
置

に
つ
い
て
)
」
の
三
つ
の
文
章
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
本
稿
執
筆
時

点
で
は
、
こ
の
北
京
大
学
の
漢
簡
に
関
す
る
公
式
発
表
は
、
『
国
際

漢
学
研
究
通
訊
』
第
一
期
(
『
国
際
漢
学
研
究
誤
』
編
輯
委
員
会
、

中
華
書
局
、
二
0
 
-
 
0
年
四
月
)
所
収
の
「
北
京
大
学
新
獲
"
西

漢
竹
声
概
述
」
(
以
下
、
「
概
述
」
と
略
称
す
る
)
の
み
で
あ
る
。

{
概
述
」
は
、
一
簡
報
」
総
第
一
期
中
の
「
北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書

情
況
簡
介
」
に
概
ね
相
当
す
る
が
、
改
稿
さ
れ
一
部
内
容
に
異
な

る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た
『
国
際
漢
学
研
究
通
訊
』
第
一
期
に
は
、

表
表
紙
・
裏
表
紙
の
そ
れ
ぞ
れ
裏
面
に
、
合
計
六
枚
の
竹
簡
の
力

ラ
ー
写
真
が
付
さ
れ
て
い
る
(
表
表
紙
裏
に
『
老
子
』
二
枚
・
『
趙

正
書
』
の
篇
題
簡
一
枚
、
裏
表
紙
裏
に
『
蒼
頡
篇
』
一
枚
・
『
周
訓
』

一
枚
・
『
周
訓
』
の
篇
題
簡
一
枚
)
。
但
し
、
い
ず
れ
も
釈
文
は
付

さ
れ
て
い
な
い
。

な
お
、
訳
文
中
の
(
)
の
部
分
は
、
原
文
に
(
)
付
き
で

記
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
補
注
は
、
「
簡
報
」
と
「
概
述
」
と

で
内
容
の
異
な
る
点
を
中
心
に
、
訳
者
が
付
し
た
。

北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
の
収
蔵
後
の
作
業
に
関
す
る
要
録

北
京
大
学
は
二
0
0
九
年
の
初
め
、
一
旦
海
外
に
流
出
し
た
前
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漢
時
代
の
竹
簡
を
、
寄
贈
に
ょ
っ
て
入
手
し
た
。
こ
の
竹
簡
は
一

月
十
一
日
に
北
京
大
学
譽
克
勒
博
物
館
に
搬
入
さ
れ
た
(
柿
北
,
)
。

博
物
館
は
直
ち
に
専
用
の
文
物
収
蔵
室
を
準
備
し
て
竹
簡
を
収
蔵

し
、
厳
密
な
保
安
措
置
を
施
し
た
。
北
京
大
学
党
委
員
会
書
記
の

閔
維
方
・
副
書
記
の
呉
志
墓
・
副
校
長
の
張
国
有
・
林
建
華
ら
大

学
の
指
導
部
、
及
び
社
会
科
学
部
の
程
郁
綴
部
長
ら
は
、
直
ち
に

収
蔵
室
を
訪
れ
て
観
察
・
指
導
を
行
っ
た
。
大
学
の
指
導
部
は
、

考
古
文
博
学
院
と
中
国
古
代
史
研
究
中
心
と
が
協
力
し
て
竹
簡
の

保
護
と
整
理
と
に
あ
た
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
具
体
的
に
は
、
歴

史
系
の
朱
鳳
瀚
教
授
が
竹
簡
の
整
理
を
、
考
古
文
博
学
院
文
物
保

護
教
研
室
の
胡
東
波
副
教
祭
竹
簡
の
保
護
を
そ
れ
ぞ
れ
担
当
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
そ
の
後
、
簡
犢
保
護
の
専
門
家
に
対

し
て
、
竹
簡
に
一
通
り
の
洗
浄
・
点
検
を
行
い
、
あ
わ
せ
て
竹
簡

の
保
存
状
態
に
即
し
た
保
護
計
画
を
策
定
す
る
こ
と
を
要
請
し
た
。

同
時
に
、
我
々
は
入
手
時
点
の
竹
簡
の
写
真
を
撮
影
し
、
最
初
の

段
階
の
資
料
と
し
て
保
存
し
た
。

冬
休
み
の
後
、
天
候
が
暖
か
く
な
る
前
の
短
い
間
を
逃
さ
ず
、

で
き
る
だ
け
早
く
竹
簡
の
洗
浄
・
整
理
を
終
え
て
、
高
品
質
の
画

像
資
料
と
竹
簡
の
各
種
項
目
の
第
一
次
デ
ー
タ
と
を
得
る
た
め
に
、

竹
簡
保
護
・
整
理
グ
ル
ー
プ
は
、
三
月
中
旬
に
竹
簡
の
洗
浄
・
整

理
作
業
と
写
真
撮
影
作
業
と
を
開
始
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
各

作
業
の
準
備
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
人
員
・
経
費
・
設
備
・
施
設

な
ど
様
々
な
困
難
な
問
題
は
、
す
べ
て
克
服
さ
れ
た
。
大
学
と
社

会
科
学
部
の
指
導
部
も
、
全
力
を
挙
げ
て
我
々
の
作
業
に
対
す
る

支
援
を
行
っ
た
。

三
月
十
三
日
か
ら
三
十
日
ま
で
の
間
に
、
朱
鳳
瀚
教
授
の
統
括

の
も
と
で
、
竹
簡
の
洗
浄
・
整
理
作
業
と
写
真
撮
影
作
業
が
行
わ

れ
、
完
了
し
た
。
胡
東
波
副
教
授
は
こ
の
間
、
竹
簡
の
科
学
的
保

護
と
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
担
当
し
た
。
歴
史
系
博
士
課
程
修
了
研
究

生
の
韓
巍
と
博
士
課
程
学
生
の
陳
侃
理
と
は
、
組
織
問
の
連
絡

調
整
と
事
務
処
理
を
担
当
し
た
。
考
古
文
博
学
院
と
歴
史
系
と
の

一
部
の
研
究
生
は
、
補
助
的
な
作
業
や
竹
簡
の
デ
ー
タ
整
理
な
ど

に
従
事
し
た
。

こ
の
竹
簡
が
北
京
大
学
に
搬
入
さ
れ
た
時
、
出
士
し
た
時
点
で

の
状
態
は
既
に
破
壊
さ
れ
て
お
り
、
竹
簡
の
本
来
の
配
列
は
完
全

に
乱
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
幸
い
な
こ
と
に
竹
簡
の
保
存
状
態

は
比
較
的
良
好
で
あ
り
、
洗
浄
・
整
理
作
業
が
大
き
な
困
難
に
遭

遇
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
も
、
脱
色
処
理
を
行
う
こ
と
な

く
そ
の
ま
ま
直
接
写
真
撮
影
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
写
真
を
撮

影
し
た
後
の
竹
簡
は
、
ガ
ラ
ス
片
に
糸
で
縛
り
付
け
ら
れ
て
固
定

さ
れ
、
撮
影
の
順
序
に
従
っ
て
整
理
番
号
を
付
さ
れ
て
、
番
号
札

を
つ
け
ら
れ
た
。
文
字
が
書
か
れ
て
い
る
竹
簡
と
文
字
の
書
か
れ

て
い
な
い
竹
簡
(
文
字
の
書
か
れ
て
い
な
い
断
簡
を
含
む
)
と
の

す
べ
て
に
整
理
番
号
を
付
し
た
結
果
、
合
計
三
三
四
六
枚
の
竹
簡
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が
あ
っ
た
。
我
々
が
招
聰
し
た
長
沙
簡
犢
博
物
館
の
宋
少
華
研
究

員
は
、
経
験
豊
富
な
簡
犢
保
護
の
専
門
家
で
あ
る
同
館
の
汪
カ
エ

金
平
・
胡
冬
成
の
三
氏
を
帯
同
し
て
来
学
し
、
竹
簡
の
洗
浄
・
整

理
を
担
当
し
た
。
彼
ら
の
極
め
て
優
れ
た
技
術
に
ょ
り
、
貴
重
な

文
物
で
あ
る
竹
簡
は
完
全
に
安
全
に
な
り
、
記
さ
れ
て
い
る
文
字

は
ど
れ
も
鮮
明
に
な
っ
た
。
竹
簡
の
洗
浄
・
整
理
と
同
時
に
、
残

留
し
て
い
た
泥
土
・
編
縄
・
絹
織
物
や
漆
器
の
残
片
な
ど
が
科
学

的
に
採
集
・
保
存
さ
れ
、
サ
ン
プ
ル
の
採
取
と
計
測
が
行
わ
れ
た
。

竹
簡
の
写
真
撮
影
作
業
は
、
上
海
古
籍
出
版
社
の
委
託
に
ょ
り
、

上
海
龍
桜
彩
色
制
版
有
限
公
司
が
請
け
負
い
、
同
社
の
副
社
長

蔡
志
栄
が
責
任
者
と
な
っ
た
。
上
海
古
籍
出
版
社
の
呉
旭
民
主
任

も
撮
影
現
場
に
出
向
い
て
作
業
に
協
力
し
た
。
我
々
は
超
高
画
素

カ
メ
ラ
に
ょ
る
撮
影
を
行
い
、
高
解
像
度
の
写
真
を
得
る
こ
と
と

し
た
。
撮
影
後
、
見
本
と
し
て
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
写
真
は
極

め
て
鮮
明
で
、
そ
の
色
彩
は
実
物
同
様
で
あ
り
、
後
の
整
理
・
出

版
と
研
究
に
大
変
好
都
合
で
あ
っ
た
。
竹
簡
は
写
真
の
撮
影
が
終

わ
る
と
、
ガ
ラ
ス
片
に
糸
で
縛
り
付
け
ら
れ
て
固
定
さ
れ
た
。
そ

の
後
、
研
究
生
に
ょ
り
簡
長
・
簡
幅
・
契
口
・
編
綾
位
置
な
ど
の

テ
ー
タ
が
採
取
・
記
録
さ
れ
、
ま
た
後
の
照
△
口
の
た
め
に
、
簡
単

な
釈
文
が
記
録
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
竹
簡
は
そ
れ
ぞ
れ
専
用
の
容

器
に
収
め
ら
れ
、
蒸
留
水
に
浸
さ
れ
て
保
存
さ
れ
た
。

こ
う
し
た
作
業
の
過
程
で
、
我
々
は
こ
の
漢
簡
の
内
容
が
極
め

て
豊
富
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
。
作
業
に
従
事
し
た
ス
タ
ツ
フ

は
、
ほ
と
ん
ど
毎
日
の
よ
う
に
新
し
い
発
見
を
し
、
絶
え
ず
興
奮

と
喜
び
に
浸
っ
て
い
た
。
こ
の
漢
簡
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
な
古
代

の
書
物
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
な
律
令
や
行
政
文
書

や
遣
策
で
は
な
く
、
従
っ
て
「
西
漢
竹
書
」
と
称
す
べ
き
も
の
で

あ
っ
て
、
そ
の
学
術
的
価
値
は
並
の
レ
ベ
ル
で
は
な
い
。
こ
の
こ

と
を
、
我
々
は
次
第
に
は
っ
き
り
と
鷺
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
段
階
で
、
国
家
文
物
局
の
単
霽
翔
局
長
・
博
物
館
司
の
宋

新
潮
司
長
・
羅
静
副
司
長
・
教
育
部
社
会
科
学
司
張
東
剛
副
司
長

な
ど
各
部
門
の
指
導
者
が
作
業
現
場
を
視
察
し
た
。
清
華
大
学
の

李
学
勤
教
授
・
故
宮
博
物
院
の
王
素
研
究
員
・
漸
江
省
考
古
研
究

所
の
曹
錦
炎
研
究
員
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
員
の
胡
平
生
研
究

員
・
同
じ
く
劉
紹
剛
研
究
員
・
湖
南
大
学
の
陳
松
長
教
授
・
首
都

師
範
大
学
の
劉
楽
賢
教
授
・
中
国
社
会
科
学
院
歴
史
所
の
馬
怡
研

究
員
・
文
物
出
版
社
の
編
集
者
で
あ
る
蔡
敏
氏
な
ど
の
専
門
家
も

相
前
後
し
て
現
場
を
参
観
し
、
指
導
し
た
。

漢
簡
の
画
像
撮
影
と
デ
ー
タ
の
記
録
が
終
わ
っ
た
後
、
直
ち
に

漢
簡
に
記
さ
れ
た
文
字
の
釈
読
と
整
理
の
作
業
が
展
開
さ
れ
た
。

四
月
中
旬
か
ら
五
月
末
ま
で
の
問
、
朱
鳳
瀚
教
授
が
統
括
し
て
、

韓
巍
・
陳
侃
理
両
名
が
参
加
し
、
竹
簡
の
内
容
に
関
す
る
初
歩
的

な
分
類
と
分
篇
作
業
と
が
行
わ
れ
て
完
了
し
た
。
分
類
作
業
は
、

先
ず
始
め
に
竹
簡
の
長
さ
・
形
制
・
文
字
の
書
体
に
基
づ
い
て
行
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わ
れ
、
そ
の
後
文
字
の
内
容
な
ど
を
参
考
に
し
て
進
め
ら
れ
た
。

同
時
に
、
残
欠
し
た
竹
簡
に
つ
い
て
も
綴
合
・
編
連
が
進
め
ら
れ

た
。
こ
の
作
業
が
終
了
し
た
後
、
我
々
は
こ
の
漢
簡
の
内
容
と
性

質
と
に
関
す
る
、
初
歩
段
階
と
し
て
の
全
体
的
な
把
握
を
行
っ
た
。

そ
の
結
果
、
こ
の
漢
簡
は
六
分
野
に
わ
た
る
二
十
種
近
く
の
古
文

献
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
、
こ
の
認
識
を
基
礎
と
し

て
以
後
の
釈
読
や
整
理
を
行
っ
た
。

六
月
八
日
、
大
学
は
正
式
に
「
北
京
大
学
出
土
文
献
研
究
所
」

の
成
立
を
承
認
し
、
朱
鳳
瀚
教
授
を
所
長
に
、
考
古
文
博
学
院
の

趙
化
成
教
授
を
副
所
長
に
そ
れ
ぞ
れ
任
命
し
た
。
「
出
土
文
献
研
究

所
」
は
、
中
国
古
代
史
研
究
中
心
と
考
古
文
博
学
院
と
が
共
同
で

設
立
し
た
特
別
チ
ー
ム
で
あ
り
、
我
が
大
学
の
歴
史
・
考
古
.
中

文
等
の
系
に
所
属
す
る
出
土
文
献
の
専
門
家
と
、
出
土
文
献
の
保

護
に
関
す
る
専
門
家
と
に
ょ
り
組
織
さ
れ
た
。
以
後
、
こ
の
漢
簡

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
作
業
は
、
す
べ
て
「
出
士
文
献
研
究
所
」

の
管
理
の
も
と
に
展
開
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
組
織
・
経
費
.
人

員
な
ど
の
面
は
確
実
に
保
証
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
伺
時
に
、

我
が
大
学
の
出
土
文
献
に
関
す
る
研
究
力
と
そ
の
組
織
編
成
面
に

つ
い
て
も
、
整
合
性
が
高
ま
り
増
強
さ
れ
た
。

六
月
か
ら
始
ま
っ
た
漢
簡
の
分
類
・
釈
読
作
業
は
、
計
画
通
り

に
進
行
し
た
。
我
々
は
先
ず
こ
の
漢
簡
の
中
で
重
要
な
『
老
子
』

や
『
蒼
頡
篇
』
な
ど
の
文
献
を
、
第
一
段
階
の
研
究
重
点
と
し
て

選
定
し
た
。
朱
鳳
瀚
教
禁
『
蒼
頡
篇
』
を
、
趙
化
成
教
条
『
趙

正
(
政
)
書
』
を
、
中
古
史
中
心
の
閻
歩
克
教
授
が
『
周
馴
(
訓
)
』

を
、
韓
巍
講
師
が
『
老
子
』
を
、
中
文
系
の
李
零
教
授
(
陳
侃
理

博
士
が
協
力
)
が
『
日
書
』
な
ど
の
数
術
関
係
の
文
献
を
そ
れ
ぞ

れ
担
当
し
た
。
十
月
の
初
め
の
時
点
で
、
『
老
子
』
・
『
蒼
頡
篇
』

『
周
馴
(
訓
)
』
・
『
趙
正
(
政
)
書
』
の
初
歩
段
階
の
釈
文
が
完

成
し
、
『
日
書
』
等
の
糖
関
係
文
献
の
整
理
も
か
な
り
の
程
度
進

展
し
て
い
る
。

北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
の
状
況
の
説
明

北
京
大
学
譽
克
勒
博
物
館
に
搬
入
さ
れ
た
時
点
で
、
西
漢
竹
書

は
竹
簡
の
長
さ
に
応
じ
て
九
個
の
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
容
器
に
入
れ
ら
れ
、
防
腐
剤
の
入
っ
た
液
体
に
浸
さ
れ
て
ぃ
た
。

容
器
の
中
に
は
、
赤
色
や
黒
色
の
漆
器
の
残
片
や
竹
製
の
算
籌
も

少
量
、
竹
簡
と
と
も
に
入
っ
て
い
た
。
竹
簡
が
出
士
し
た
時
点
の

状
態
は
既
に
失
わ
れ
て
お
り
、
竹
簡
の
配
列
は
完
全
に
乱
さ
れ
て

い
た
。
こ
の
た
め
、
竹
簡
に
は
、
写
真
を
撮
影
す
る
順
番
に
従
っ

て
整
理
番
号
を
付
け
る
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。
洗
浄
・
整
理

の
結
果
、
合
計
三
三
四
六
点
に
整
理
番
号
を
付
し
た
発
整
簡

.

残
簡
を
含
む
)
。
そ
の
中
の
完
整
簡
は
一
六
0
0
枚
余
り
で
あ
る
。

今
後
接
合
・
復
原
に
ょ
り
完
整
簡
は
二
三
0
0
枚
以
上
に
な
る
と
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推
測
さ
れ
る
。
こ
の
竹
簡
数
は
、
現
在
ま
で
に
発
見
さ
れ
て
い
る

前
漢
時
期
の
書
籍
類
の
竹
簡
文
献
の
中
で
、
最
多
で
あ
る
。

竹
簡
の
多
く
は
保
存
状
態
が
良
好
で
、
表
面
は
黄
褐
色
を
し
て

お
り
、
一
部
の
も
の
は
暗
褐
色
を
示
し
て
い
た
。
竹
の
性
質
は
し

つ
か
り
と
固
く
、
筆
跡
は
は
っ
き
り
と
し
て
お
り
、
墨
の
色
は
重

々
し
く
黒
光
り
し
て
い
た
。
『
日
書
』
等
の
竹
簡
に
は
、
赤
色
の
区

切
り
線
・
絵
・
文
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
色
は
鮮
明
で
美
し

く
、
描
か
れ
た
ぱ
か
り
の
新
し
い
も
の
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
多
数

の
竹
簡
に
は
契
口
と
明
ら
か
な
編
縄
の
痕
跡
と
が
存
在
し
、
、
こ
く

一
部
の
竹
簡
に
は
小
さ
く
切
断
さ
れ
た
編
縄
と
絹
織
物
と
が
付
着

し
て
い
た
。
文
字
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
、
竹
簡
の
内
側
の
黄
色

の
面
に
記
さ
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
い
く
つ
か
の
篇
題
だ
け
は
竹

簡
の
青
い
面
の
上
端
に
記
さ
れ
て
い
る
(
竹
の
外
側
の
青
い
皮
を

剥
ぎ
取
っ
た
と
こ
ろ
に
書
写
さ
れ
て
い
る
)
。
文
字
の
書
き
ぶ
り
は

整
っ
て
お
り
、
字
配
り
も
均
整
が
と
れ
て
、
書
法
は
精
美
で
あ
る
。

竹
簡
の
保
存
状
態
は
、
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
戰
国
秦
漢
期
の
簡

犢
の
中
で
一
番
良
い
。

竹
簡
は
簡
長
に
ょ
り
、
長
・
中
・
短
の
三
種
類
に
分
類
す
る
こ

と
が
で
き
、
簡
端
は
い
ず
れ
も
平
斉
で
あ
る
。
長
簡
は
簡
長
四
十

六
 
m
、
漢
代
の
二
尺
に
相
当
し
、
編
綬
は
三
道
、
『
日
書
』
な
ど
の

数
術
類
の
文
献
が
記
さ
れ
て
い
る
。
中
簡
は
簡
長
三
十
S
三
十
二

如
、
漢
代
の
一
尺
三
寸
S
四
寸
に
相
当
し
、
編
綾
は
三
道
、
各
種

古
代
の
書
物
が
記
さ
れ
て
い
る
。
短
簡
は
簡
長
二
十
三
師
、
漢
代

の
一
尺
に
相
当
し
、
編
綾
は
両
道
、
医
薬
関
係
の
古
文
献
が
記
さ

れ
て
い
る
。
短
簡
は
、
先
ず
文
字
が
記
さ
れ
、
そ
の
後
に
編
連
が

行
わ
れ
て
お
り
、
契
口
が
無
く
、
残
留
し
て
い
る
編
縄
が
一
部
の

文
字
の
上
に
覆
い
被
さ
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
現
象
は
、
こ
れ
ま

で
文
書
類
の
竹
簡
に
し
か
見
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
書
籍

類
の
竹
簡
飯
め
ら
れ
た
の
は
極
め
て
稀
で
あ
る
。

竹
簡
の
書
写
年
代
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
以
下
の
よ
う
な

判
断
材
業
あ
る
。
先
ず
、
数
術
類
の
古
文
献
に
含
ま
れ
る
一
枚

の
竹
簡
に
、
「
孝
景
元
年
」
の
年
号
が
記
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と

か
ら
、
書
写
年
代
は
漢
の
武
帝
よ
り
遡
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
北
大
漢
簡
の
中
に
、
前
漢
時
代
の
他
の
年
号
が
記
さ

れ
て
い
る
竹
簡
は
な
い
。
ま
た
、
竹
簡
に
記
さ
れ
て
い
る
文
字
の

書
体
に
つ
い
て
見
る
な
ら
ぱ
、
文
献
、
こ
と
に
古
い
も
の
と
新
し
い

も
の
と
の
違
い
が
い
く
ら
か
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
の
風
格
は
成

熟
し
た
漢
隷
に
既
に
近
づ
い
て
お
り
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
や
銀
雀

山
漢
墓
竹
簡
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
秦
隷
に
近
い
前
漢
前
期
の
隷

書
と
は
、
或
る
程
度
の
違
い
が
腎
ら
れ
た
。
但
し
、
北
京
大
学

蔵
西
漢
竹
書
中
の
最
も
成
熟
し
た
隷
書
も
、
定
県
八
角
廊
漢
墓
か

ら
出
土
し
た
宣
帝
期
の
竹
簡
と
比
較
す
る
と
、
い
く
ら
か
古
風
で

素
朴
で
あ
る
。
竹
簡
の
内
容
に
つ
い
て
の
初
歩
的
な
分
析
と
結
び

付
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
こ
の
竹
簡
の
書
写
年
代
は
お
お
よ
そ
前
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漢
の
武
帝
期
で
あ
り
、
多
く
の
も
の
は
お
そ
ら
く
武
帝
期
の
後
半

に
書
写
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
整
理
の
結
果
、
こ
の
漢
簡
の
性
質
と
内
容
と
に
つ

い
て
、
基
本
的
な
こ
と
は
既
に
聨
、
叩
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
べ

て
の
竹
簡
は
古
代
の
書
籍
に
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
名
簿
・
律
令

公
文
書
な
ど
の
役
所
の
文
書
類
は
含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
遣
策

手
紙
な
ど
の
個
人
の
文
書
も
含
ま
れ
て
い
な
い
。
そ
の
内
容
は
極

め
て
豊
富
で
あ
る
。
『
漢
書
芸
文
志
』
(
以
下
『
淫
』
と
略
称
)

に
お
い
て
書
籍
は
天
芸
」
・
「
諸
子
」
・
「
詩
賦
」
・
「
兵
書
」
・
「
数

術
」
・
「
方
技
」
の
六
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
六
分
野
の

書
籍
を
す
べ
て
含
ん
で
い
る
。
現
段
階
に
お
け
る
分
類
に
ょ
れ
ぱ
、

具
体
的
に
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

(
一
)
六
芸
類

『
漢
志
』
の
「
六
芸
略
」
に
著
録
さ
れ
て
い
る
主
な
文
献
は
、

儒
家
の
経
典
で
あ
る
「
六
経
」
と
そ
の
注
釈
と
で
あ
る
。
他
に
「
小

学
」
(
文
字
・
訓
詰
に
関
す
る
も
の
)
の
類
が
末
尾
に
附
属
し
、
別

に
外
史
書
の
類
が
『
春
秋
』
類
の
下
に
附
属
し
て
い
る
。

北
大
漢
簡
中
、
こ
の
「
六
芦
類
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
は
、
第
一
に
文
字
学
の
著
作
で
あ
る
『
蒼
頡
篇
』
で
あ
る
。

『
蒼
頡
篇
』
は
秦
の
丞
相
・
李
斯
が
編
纂
し
た
小
学
関
係
の
識
字

の
た
め
の
書
物
で
あ
り
、
秦
笈
で
書
か
れ
て
い
た
。
前
漢
の
時
、

「
閻
里
の
書
師
」
が
『
蒼
頡
篇
』
を
別
の
秦
代
の
小
学
の
書
物
で

あ
る
『
爰
歴
』
・
『
博
学
』
と
合
わ
せ
て
、
や
は
り
こ
れ
を
『
蒼
頡

篇
』
と
呼
ん
だ
。
こ
の
書
物
は
お
お
よ
そ
南
宋
以
後
に
亡
俟
し
た
。

近
代
以
降
、
中
国
の
西
北
地
方
と
安
徽
省
阜
陽
県
双
古
堆
漢
墓
か

ら
相
次
い
で
漢
簡
『
蒼
頡
篇
』
が
出
士
し
た
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
細
切
れ
の
残
簡
で
あ
り
、
書
物
全
体
の
篇
章
を
復
原
す
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
。
双
古
堆
簡
に
残
っ
て
い
た
字
数
が
最
も
多

い
が
、
そ
れ
で
も
僅
か
五
四
一
{
子
で
あ
る
。
北
大
簡
本
『
蒼
頡
篇
』

は
七
十
枚
余
り
の
竹
簡
が
あ
り
、
約
三
三
0
字
分
が
保
存
さ
れ

て
い
た
。
し
か
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
文
字
の
筆
跡
が
鮮
明

で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
の
中
で
最
も
文
字

数
が
多
い
。
篇
章
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
漢
代
の
「
閻
里
の
書
師
」

が
六
十
字
ご
と
に
区
分
し
て
一
章
と
し
た
改
編
本
と
は
異
な
っ
て

お
り
、
秦
代
の
原
本
の
様
相
に
近
い
。
特
に
分
章
の
方
法
・
章
ご

と
の
標
題
の
書
き
方
・
各
章
の
文
字
数
は
、
い
ず
れ
も
千
年
以
上

も
の
問
分
か
ら
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
北
大
簡
本
『
蒼
頡
篇
』

と
こ
れ
ま
で
発
見
さ
れ
て
い
る
簡
犢
本
や
輯
侠
本
と
の
関
連
が
解

明
さ
れ
る
こ
と
に
ょ
り
、
秦
漢
時
代
の
小
学
の
経
典
の
姿
が
全
面

的
に
明
ら
か
に
な
り
、
先
秦
・
秦
漢
時
代
の
文
字
学
に
つ
い
て
の

研
究
が
進
む
と
考
え
ら
れ
る
。

第
二
に
は
、
歴
史
書
『
趙
正
(
政
)
書
』
で
あ
る
。
同
書
は
竹
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簡
数
が
五
十
枚
余
り
、
文
字
数
は
一
五
0
0
字
近
く
で
あ
る
。
秦

の
始
皇
帝
の
死
と
秦
朝
の
滅
亡
と
を
め
ぐ
り
、
秦
の
始
皇
帝
(
竹

簡
の
本
文
で
は
「
秦
王
趙
正
(
政
)
」
と
称
さ
れ
て
い
る
)
・
李
斯

胡
亥
・
子
嬰
ら
の
発
言
が
記
述
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
成
書
年
代
は

前
漢
前
期
と
考
え
ら
れ
る
(
"
3
。
同
書
の
一
部
分
は
、
『
史
記
』

の
蒙
恬
列
伝
・
李
斯
列
伝
に
見
え
る
が
、
ま
っ
た
く
同
じ
と
い
う

わ
け
で
は
な
い
。
『
趙
正
(
政
)
書
』
は
司
馬
遷
が
『
史
記
』
を
著

す
際
に
参
考
に
し
た
資
料
の
一
つ
で
あ
る
可
能
性
が
あ
り
、
史
料

的
価
値
は
か
な
り
高
い
。

(
二
)
諸
子
類

北
大
漢
簡
中
の
諸
子
類
の
書
籍
の
中
で
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の

は
『
老
子
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
馬
王
堆
帛
書
本
・
郭
店
禁
簡
本
の

出
士
に
続
く
、
第
三
の
『
老
子
』
の
古
本
の
出
土
で
あ
り
、
今
ま

で
の
と
こ
ろ
最
も
保
存
が
良
く
整
っ
て
い
る
漢
代
の
古
本
で
あ
る
。

北
大
簡
本
と
比
較
す
る
な
ら
ぱ
、
郭
店
本
と
馬
王
堆
本
の
方
が
年

代
は
や
や
古
い
が
、
両
本
に
は
い
ず
れ
も
不
十
分
な
点
が
あ
る
。

郭
店
本
は
内
容
が
今
本
の
五
分
の
二
し
か
な
い
(
袖
ル
3
)
。
馬
王
堆

本
は
全
体
の
揃
っ
て
い
る
テ
キ
ス
ト
で
は
あ
る
が
、
残
欠
し
た
部

分
が
多
い
。
も
ち
ろ
ん
馬
王
堆
本
の
甲
本
・
乙
本
は
、
そ
れ
ぞ
れ

お
互
い
に
欠
け
た
部
分
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
れ
で
も
補

え
な
い
部
分
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
北
大
簡
本
の
『
老
子
』
は
、

復
原
後
の
完
整
簡
は
合
計
す
る
と
三
八
枚
で
、
五
三
0
0
字
(
重

文
を
含
む
)
近
く
が
記
さ
れ
て
い
る
(
袖
雜
ι
。
文
意
の
理
解
に
影

響
を
与
え
る
欠
落
箇
所
は
、
文
献
全
体
の
わ
ず
か
一
%
に
過
ぎ
ず
、

ほ
と
ん
ど
「
完
壁
」
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
言
っ
て
ょ
い
。
そ
の

中
に
は
「
老
子
上
経
」
と
「
老
子
下
経
」
と
い
う
篇
題
も
記
さ
れ

て
お
り
、
「
上
経
」
は
今
本
の
『
徳
経
』
に
、
「
下
経
」
は
今
本
の

『
道
経
』
に
そ
れ
ぞ
れ
相
当
す
る
。
こ
う
し
た
命
名
方
法
は
、
『
老

子
』
の
古
本
の
中
で
初
め
て
見
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、

北
大
簡
本
『
老
子
』
は
、
各
章
の
前
に
す
べ
て
分
章
の
符
合
が
付

さ
れ
て
お
り
、
そ
の
分
章
の
仕
方
に
は
伝
世
本
と
異
な
る
と
こ
ろ

が
あ
り
、
古
本
『
老
子
』
の
分
章
問
題
を
検
討
す
る
上
で
最
も
良

い
資
料
と
な
る
。
字
句
に
つ
い
て
は
、
伝
世
本
・
郭
店
本
・
馬
王

堆
本
と
異
な
る
と
こ
ろ
も
多
い
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
北
大
簡
本
『
老
子
』
は
、
『
老
子
』
と
い

う
文
献
の
整
理
・
校
勘
を
行
う
上
で
極
め
て
高
い
価
値
を
有
し
て

お
り
、
こ
れ
ま
で
学
者
の
論
争
が
絶
え
な
か
っ
た
多
く
の
難
問
が
、

こ
の
テ
キ
ス
ト
の
出
現
に
ょ
り
解
決
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の

テ
キ
ス
ト
は
、
戦
国
中
期
の
郭
店
楚
簡
本
及
び
秦
か
ら
前
漢
前
期

の
馬
王
堆
帛
書
本
と
、
各
種
の
『
老
子
』
の
伝
世
本
と
の
間
に
架

か
る
橋
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、
『
老
子
』
と
い
う
書
物
の
形
成

発
展
・
定
着
の
過
程
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
助
け
と
な
る
。

諸
子
類
の
書
籍
の
第
二
は
、
『
周
馴
(
訓
)
』
と
い
う
篇
題
の
あ
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る
古
侠
書
で
あ
る
。
竹
簡
数
は
二
0
0
枚
余
り
、
文
字
数
は
四
八

0
0
字
に
近
い
。
書
物
全
体
は
、
「
周
の
昭
文
公
」
が
歴
史
的
事
件

を
用
い
て
「
聾
兵
ご
太
子
」
を
教
え
諭
す
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
尭
舜
の
古
か
ら
戦
国
時
代
中
期
に
至
る
ま
で
の
重
要
な
歴

史
的
事
件
が
い
く
つ
か
記
さ
れ
て
お
り
、
国
家
を
治
め
る
君
主
た

る
者
の
道
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
(
袖
寸
5
)
。
そ
の
成
書
年
代

は
戦
国
後
期
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
文
献
は
お
そ
ら
く
、

『
漢
志
』
諸
子
類
中
の
「
道
家
」
に
記
さ
れ
、
そ
し
て
そ
の
後
早

く
に
亡
俟
し
た
「
『
周
訓
』
十
四
篇
」
で
あ
ろ
う
(
柿
沈
6
)
。

諸
子
類
の
書
籍
の
第
三
は
、
『
妄
稽
』
と
い
う
篇
題
の
付
さ
れ
て

い
た
古
侠
書
で
あ
る
。
竹
簡
数
は
一
一
 
0
枚
余
り
、
文
字
数
は
三

0
0
0
字
に
近
い
。
或
る
士
人
の
家
庭
に
お
い
て
、
夫
・
妻
・
妾

の
関
係
を
め
ぐ
つ
て
起
き
た
出
来
事
を
記
し
た
も
の
で
、
話
の
筋

が
変
化
に
富
み
、
表
現
が
生
き
生
き
と
し
て
い
る
。
現
存
す
る
も

の
と
し
て
最
古
で
最
長
の
古
代
の
小
説
で
あ
り
、
『
漢
志
』
「
諸
子
」

十
家
の
中
の
「
小
説
家
」
に
属
す
る
文
献
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
出

士
し
た
簡
帛
文
献
の
中
に
は
、
天
水
放
馬
灘
秦
簡
に
短
編
の
志
怪

故
事
が
一
つ
ぁ
っ
た
。
北
大
簡
本
『
妄
稽
』
は
、
長
編
で
文
学
性

と
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
強
い
、
世
俗
的
な
出
来
事
に
題
材
を
取
っ
た

小
説
が
、
前
漢
時
代
に
既
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
ょ
り
、
中
国
古
代
文
学
史
は
一
部
が
書
き
換
え
ら

れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
(
柿
ル
フ
)
。

こ
の
他
に
も
ま
だ
数
十
枚
の
竹
簡
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
内
容
と

体
裁
か
ら
見
て
、
や
は
り
諸
子
類
に
属
す
る
古
文
献
と
見
ら
れ
る
。

そ
の
一
部
は
『
韓
詩
外
伝
』
・
『
晏
子
春
秋
』
・
『
説
苑
』
な
ど
と
内

容
が
重
な
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、
完
全
に
一
致
す
る
わ
け
で
は
な

く
、
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
内
容
を
も
含
ん
で
い
る
。

残
念
な
が
ら
こ
れ
ら
の
竹
簡
に
は
残
欠
が
多
く
、
全
体
を
復
原
す

0

る
す
べ
が
な
い

(
三
)
詩
賦
類

北
大
漢
簡
か
ら
は
、
別
に
も
う
一
つ
、
竹
簡
数
五
十
枚
余
り
、

文
字
数
一
一
る
0
字
余
り
の
文
学
作
品
も
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
文

献
は
、
全
体
が
「
魂
」
と
「
塊
子
」
と
の
対
話
と
い
う
形
式
を
取

り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
構
想
、
壮
大
な
ス
ケ
ー
ル
、
豊
か
な
修
辞
を
備

え
、
排
比
を
列
ね
た
作
品
で
あ
る
。
文
体
は
漢
代
の
賦
に
属
す
る

と
考
え
ら
れ
、
『
魂
呪
賦
』
と
仮
称
す
る
の
が
適
当
と
思
わ
れ
る
。

作
品
の
体
裁
と
一
部
の
語
句
と
に
つ
い
て
は
、
文
帝
・
景
帝
期
の

文
豪
・
枚
乗
の
代
表
作
で
あ
る
『
七
発
』
と
似
て
い
る
と
こ
ろ
が

あ
る
が
、
両
者
に
は
異
な
る
点
も
少
な
く
な
い
。
同
時
代
の
別
人

の
作
品
で
あ
る
か
、
或
い
は
後
世
の
人
が
模
倣
し
た
作
品
で
あ
る

か
も
知
れ
な
い
。
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
戦
国
秦
漢
期
の
簡
帛
資

料
の
中
で
、
簾
類
の
作
品
は
、
銀
雀
山
漢
簡
の
『
唐
勒
』
・
尹
湾

漢
簡
の
『
神
烏
賦
』
・
敦
煌
漢
簡
の
『
風
專
』
な
ど
、
わ
ず
か
し
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か
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。
『
唐
勒
』
は
「
賦
」
の
ス
タ
イ
ル
に
属
し
、

戦
国
後
期
の
宋
玉
の
作
品
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
残
欠

が
激
し
く
、
そ
の
全
貌
を
復
原
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
北
大

簡
本
『
魂
呪
賦
』
は
、
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
簡
帛
文
献
中
の
漢

代
の
賦
と
し
て
は
、
年
代
が
最
も
古
く
、
分
量
が
最
も
多
く
、
ま

た
全
体
が
最
も
良
く
保
存
さ
れ
、
文
学
水
準
が
最
も
優
れ
た
も
の

で
あ
る
。
漢
代
の
賦
の
形
成
と
発
展
の
歴
史
を
研
究
す
る
上
で
極

め
て
価
値
が
高
い
。

(
四
)
兵
書
類

十
枚
余
り
の
竹
簡
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
が
銀
雀
山
漢
簡
の
『
地

典
』
と
似
て
お
り
、
『
悪
』
「
兵
書
略
」
の
中
の
「
兵
陰
陽
」
家

に
属
す
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
古
代
兵
学
と
数
術
の
学

と
が
結
合
し
た
も
の
で
あ
る
。

(
五
数
術
類

北
大
漢
簡
中
、
数
術
類
の
文
献
は
極
め
て
豊
富
で
あ
る
。
簡
長

が
四
十
六
伽
前
後
に
達
す
る
長
簡
に
記
さ
れ
た
文
献
の
中
に
は
、

時
日
の
選
択
に
関
す
る
三
種
類
の
異
な
る
文
献
が
含
ま
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
『
日
書
』
・
『
日
忌
』
・
『
日
約
』
と
篇
題
が
付
さ
れ
て
い

る
。
現
存
す
る
竹
簡
数
は
合
計
二
二
0
0
枚
近
く
、
断
簡
を
綴
合

し
て
完
整
簡
と
な
る
も
の
が
七
0
0
枚
近
く
と
推
測
さ
れ
る
。
こ

の
う
ち
『
日
忌
』
と
『
日
約
』
と
は
、
こ
う
し
た
篇
題
と
内
容
と

を
持
つ
文
献
の
発
見
と
し
て
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
。
『
日
書
』
は

内
{
系
豊
富
で
、
こ
れ
ま
で
に
出
土
し
た
秦
漢
期
の
『
日
書
』

こ

記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
、
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
含
ま
れ
て
い
る
。

し
、
こ
れ
ま
で
の
も
の
に
見
ら
れ
な
か
っ
た
図
や
文
章
も
少
な
く

な
い
。
中
簡
に
も
、
多
く
の
数
術
類
の
文
献
が
記
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
う
ち
、
篇
題
が
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

先
ず
『
椹
(
堪
)
輿
』
は
、
内
容
的
に
『
日
書
』
類
に
近
い
も
の

で
あ
る
。
後
世
の
「
風
水
を
見
る
」
こ
と
を
行
う
堪
輿
家
と
は
異

な
る
。
『
六
博
』
は
、
博
局
を
用
い
て
占
卜
を
行
う
内
容
の
文
献
で

あ
る
。
尹
湾
漢
憤
の
『
博
局
占
』
と
類
似
し
て
い
る
が
、
こ
ち
ら

の
方
が
詳
し
い
。
『
雨
書
』
は
、
風
雨
や
気
象
に
関
す
る
占
い
の
文

献
で
あ
る
。
『
荊
決
』
は
、
笹
占
に
類
似
し
た
、
算
籌
を
用
い
て
占

い
を
行
う
内
容
の
古
文
献
で
あ
る
。
『
節
』
は
、
四
時
の
時
候
に
つ

い
て
述
べ
た
、
『
月
令
』
に
類
似
し
た
古
文
献
で
あ
る
。
こ
の
他
に
、

『
刑
徳
』
の
一
部
と
内
容
の
類
似
す
る
も
の
が
あ
る
。
中
簡
に
記

さ
れ
て
い
る
こ
れ
ら
複
数
の
数
術
類
の
文
献
の
篇
題
と
内
容
と
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。

北
大
漢
簡
中
の
『
日
書
』
楳
の
文
献
は
、
こ
れ
ま
で
に
出
土

し
て
い
る
『
日
書
』
類
の
竹
簡
の
中
で
も
数
量
が
最
大
で
あ
り
、

そ
の
内
容
は
極
め
て
豊
富
で
あ
る
。
今
後
『
日
書
』
等
の
特
定
の

選
択
類
の
数
術
類
の
文
献
に
つ
い
て
の
理
解
は
、
大
い
に
深
ま
る イ
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も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
北
大
漢
簡
中
の
他
の
数
術
類
の
古
書
も
、

ほ
と
ん
ど
が
新
た
に
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
古
代
の
数
術
に

関
す
る
学
問
、
及
び
そ
れ
と
関
連
す
る
田
葱
史
・
科
学
技
術
史

.

社
会
史
の
研
究
を
深
め
る
上
で
、
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
。

(
六
)
方
技
類

北
大
漢
簡
中
、
簡
長
が
二
十
三
豐
則
後
(
即
ち
漢
代
の
一
尺
)

の
短
簡
は
す
べ
て
、
各
種
の
疾
病
を
治
療
す
る
た
め
の
古
代
の
処

方
が
記
さ
れ
た
も
の
で
、
『
漢
志
』
「
方
技
略
」
の
「
経
方
」
に
属

す
る
も
の
で
あ
る
。
竹
簡
数
は
七
0
0
枚
余
り
、
そ
の
う
ち
完
整

簡
は
五
三
0
枚
余
り
で
あ
る
。
一
つ
の
処
方
、
ご
と
に
そ
れ
ぞ
れ
が

独
立
し
た
章
を
な
し
、
章
の
始
め
に
は
分
章
の
記
号
「
・
」
と
通

し
番
号
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
現
存
す
る
最
大
の
通
し
番
号
は
「
百

八
十
七
」
で
あ
る
。
本
文
の
前
に
は
、
番
号
と
処
方
の
名
前
だ
け

を
記
し
た
「
目
録
」
一
巻
が
あ
る
。
こ
の
文
献
の
内
容
は
、
内
科

.

外
科
・
婦
人
科
・
小
児
科
等
の
様
々
な
種
類
の
疾
病
に
つ
い
て
の

治
療
方
法
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
名
・
症
状
・
用
い
る
薬
の
種

類
・
そ
の
数
量
・
そ
の
製
造
方
法
・
服
薬
の
方
法
と
禁
忌
が
含
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
処
方
は
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
中
の
『
五
十
二
病

方
』
と
密
接
な
関
係
が
あ
り
、
両
書
の
或
る
箇
所
は
内
系
極
め

て
ょ
く
似
て
い
る
。
両
書
の
異
な
る
と
こ
ろ
は
、
『
玉
十
二
病
方
』

の
「
五
十
二
」
が
、
病
気
の
処
方
を
分
類
し
た
区
分
の
数
で
あ
り
、

各
区
分
の
中
に
多
く
の
処
方
が
含
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
北

大
漢
簡
の
医
簡
の
番
号
の
数
字
は
す
べ
て
単
独
の
処
方
で
あ
る
点

で
あ
る
。
北
大
漢
簡
の
医
簡
に
お
け
る
単
独
の
処
方
の
総
数
は
、

『
五
十
二
病
方
』
の
数
に
及
ぱ
な
い
(
『
五
十
二
病
方
』
の
処
方
の

総
数
は
二
八
三
あ
る
)
。
し
か
し
、
北
大
漢
簡
の
処
方
の
多
く
は
『
五

十
二
病
方
』
に
見
ら
れ
な
い
も
の
か
、
或
い
は
ま
た
『
五
十
二
病

方
』
の
欠
け
た
部
分
を
補
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
最
も

重
要
な
点
は
、
北
大
漢
簡
の
処
方
の
中
に
は
、
章
末
の
竹
簡
の
正

面
下
部
に
、
「
秦
氏
方
」
・
「
冷
游
方
」
・
「
金
宣
方
」
等
の
篇
題
が

あ
る
も
の
が
存
在
す
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
古
代
の
名

医
の
名
で
あ
り
、
そ
の
中
の
「
秦
氏
」
は
、
戰
国
時
代
の
名
医

.

肩
鵲
(
秦
越
人
)
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
う
し
た
篇
題
は
、

北
大
漢
簡
の
医
簡
が
、
当
時
広
ま
っ
て
い
た
名
医
の
処
方
の
中
か

ら
抜
枠
し
て
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

北
大
漢
簡
中
の
古
医
書
は
、
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
の
古
医
書
の
出

士
後
に
出
現
し
た
医
学
関
係
文
献
と
し
て
、
最
も
豊
富
な
内
容
を

持
つ
も
の
で
あ
り
、
中
国
伝
統
医
学
が
長
い
伝
統
と
、
広
く
深
い

内
容
を
持
つ
こ
と
を
改
め
て
証
明
し
た
。
北
大
漢
簡
中
の
古
医
書

と
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
中
の
医
書
と
に
つ
い
て
の
総
合
的
な
研
究
に

よ
り
、
中
国
に
お
け
る
古
代
の
医
学
文
献
と
医
学
史
の
研
究
は
、

新
た
な
段
階
へ
と
進
む
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
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以
上
述
べ
て
き
た
こ
と
の
他
に
、
北
大
漢
簡
の
学
術
的
価
値
は

以
下
の
点
に
腎
ら
れ
る
。

一
、
北
大
漢
簡
中
に
は
儒
家
の
経
典
が
発
見
さ
れ
て
お
ら
ず
、

道
家
と
数
術
・
方
技
類
の
文
献
が
か
な
り
の
比
重
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
点
は
馬
王
堆
漢
墓
帛
書
の
状
況
と
近
く
、
前
漢
中
期
以
前
の

南
方
地
区
に
お
け
る
文
化
的
な
雰
囲
気
と
学
術
的
気
風
と
を
理
解

す
る
上
で
、
意
義
深
い
。

ニ
、
こ
れ
ま
で
に
発
見
さ
れ
た
漢
代
の
簡
植
資
料
は
、
そ
の
年

代
が
主
に
前
漢
の
前
期
と
後
期
と
に
集
中
し
て
お
り
、
前
漢
中
期
、
・

つ
ま
り
武
帝
期
か
ら
宣
帝
期
の
も
の
が
発
見
さ
れ
た
事
例
は
比
較

的
少
な
い
。
し
か
し
こ
の
時
期
は
、
ま
さ
に
隷
書
が
成
熟
し
定
型

化
す
る
段
階
に
当
た
る
。
北
大
漢
簡
は
こ
の
年
代
上
の
欠
落
を
補

う
も
の
で
あ
り
、
隷
書
発
展
の
歴
史
を
研
究
す
る
上
で
、
重
要
な

価
値
が
あ
る
。

三
、
北
大
漢
簡
の
書
法
の
見
事
さ
は
、
出
土
簡
犢
の
中
で
極
め

て
ま
れ
な
も
の
で
あ
る
。
初
歩
的
な
観
察
に
ょ
れ
ぱ
、
多
く
の
異

な
る
書
風
が
あ
り
今
ま
り
多
数
の
書
写
者
が
書
い
て
お
り
)
、

古
朴
な
も
の
・
懇
逸
な
も
の
・
力
強
い
も
の
・
重
厚
な
も
の
と
様

々
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
特
色
が
あ
り
、
す
べ
て
漢
代
の
隷
書
の
逸
品

と
称
す
る
に
値
し
、
非
常
に
高
い
書
法
芸
術
的
価
値
が
あ
る
。

四
、
北
大
漢
簡
は
数
量
が
膨
大
で
、
保
存
状
祭
極
め
て
良
い

た
め
、
古
代
の
簡
情
・
書
冊
に
つ
い
て
、
材
料
・
修
理
の
仕
方

編
連
・
サ
イ
ズ
・
篇
題
・
句
読
点
な
ど
の
記
号
の
問
題
を
研
究
す

る
上
で
、
豊
富
な
実
物
の
資
料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。

以
上
述
べ
て
き
た
の
は
、
こ
れ
ま
で
の
作
業
に
基
づ
く
初
歩
段

階
の
理
解
で
し
か
な
い
。
整
理
・
研
究
が
進
む
に
従
っ
て
、
続
々

と
新
し
い
発
見
が
あ
る
に
違
い
な
い
。
確
か
な
こ
と
は
、
北
京
大

学
蔵
西
漢
竹
書
は
、
二
十
世
紀
に
発
見
さ
れ
た
馬
王
堆
漢
墓
帛
書

銀
雀
山
漢
簡
・
郭
店
楚
簡
・
上
博
楚
簡
、
及
び
二
0
0
八
年
に
清

華
大
学
が
収
蔵
し
た
戦
国
竹
簡
に
続
い
て
世
に
出
た
、
出
士
文
献

の
一
大
宝
庫
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
北
大
漢
簡
は
、
先
秦

史
・
秦
漢
史
・
古
代
思
想
史
・
自
然
科
学
史
・
医
学
史
・
書
法
芸

術
史
・
歴
史
文
献
学
・
文
字
学
・
簡
憤
書
籍
制
度
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
領
域
の
研
究
に
お
い
て
、
極
め
て
高
い
格
別
の
学
術
的
価
値

が
あ
る
。
北
大
漢
簡
の
出
現
は
、
中
華
民
族
の
貴
重
な
文
化
遺
産

を
増
や
す
も
の
で
、
必
ず
や
国
内
外
の
学
術
界
か
ら
注
目
さ
れ
る

で
あ
ろ
、
つ
。

北
京
大
学
蔵
西
漢
竹
書
の
保
存
状
況
と
保
護
措
置
に
つ
い
て

こ
の
漢
簡
は
、
北
京
大
学
に
収
蔵
さ
れ
た
後
、
こ
れ
ま
で
我
が

国
で
出
士
し
た
飽
水
状
態
の
竹
簡
に
対
し
て
行
っ
た
保
護
の
経
験

に
基
つ
い
て
、
適
切
な
保
護
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。
そ
の
概
要
は

(的)



以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
.
収
蔵
し
た
時
点
で
の
基
本
的
な
状
況

漢
簡
が
収
蔵
さ
れ
た
時
点
で
、
竹
簡
は
飽
水
状
態
に
あ
り
、
出

士
後
に
既
に
洗
浄
さ
れ
て
い
た
。
付
着
し
て
い
た
泥
士
が
ほ
と
ん

、し

ど
洗
い
落
と
さ
れ
た
状
態
の
竹
簡
は
、
九
個
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容

器
の
中
に
澀
在
し
た
状
態
で
入
れ
ら
れ
て
お
り
、
、
ご
く
小
ノ
量
の
編

縄
が
残
留
し
て
い
た
。
前
に
所
有
し
て
い
た
人
物
が
、
防
腐
の
た

め
に
竹
簡
を
グ
リ
オ
キ
サ
ー
ル
(
補
允
8
)
溶
液
の
中
に
浸
し
て
い
た

そ
の
溶
液
の
濃
度
は
不
明
で
あ
っ
た
。

、

が

グ
リ
オ
キ
サ
ー
ル
の
作
用
か
ら
か
、
漢
簡
の
竹
の
表
面
の
色
は

薄
く
変
化
し
て
お
り
、
竹
本
来
の
色
に
近
か
っ
た
。
一
枚
一
枚
の

竹
簡
の
保
存
状
態
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
三
つ
の
等
級
に
区
分
す

、し

る
こ
と
が
で
き
た
。
第
一
は
、
竹
簡
本
体
が
完
整
で
あ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
が
竹
簡
全
体
の
中
の
お
よ
そ
五
十
%
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
等
級
に
区
分
さ
れ
る
竹
簡
は
、
本
体
は
柔
ら
か
い
も
の
の
、

そ
の
端
は
鋭
く
、
明
ら
か
な
角
の
傷
み
や
割
け
た
と
こ
ろ
が
無
い
。

第
二
は
、
竹
簡
の
残
欠
し
た
部
分
が
二
十
%
以
下
の
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
全
体
の
二
十
%
を
占
め
る
。
こ
の
等
級
の
竹
簡
に
は
、
一

部
の
も
の
に
角
の
傷
み
が
あ
り
、
中
に
は
端
の
と
こ
ろ
が
割
け
て

い
る
も
の
が
い
く
つ
か
存
在
す
る
。
第
三
は
、
残
欠
が
甚
だ
し
い

も
の
(
そ
の
中
で
簡
長
の
不
足
し
て
い
る
も
の
が
八
十
%
)
で
あ

る
。
こ
の
等
級
の
も
の
は
全
体
の
三
十
%
を
占
め
て
お
り
、
角
の

傷
ん
だ
も
の
、
裂
け
目
が
生
じ
た
も
の
が
多
く
、
多
く
の
竹
簡
は

簡
長
が
四
S
五
御
不
足
し
て
い
る
。

漢
簡
上
の
文
字
は
基
本
的
に
ょ
く
保
存
さ
れ
て
い
る
。
極
め
て

少
数
で
は
あ
る
が
、
竹
簡
が
傷
ん
で
い
る
た
め
に
文
字
が
欠
損
し

て
い
る
も
の
も
あ
る
。
ま
た
、
一
部
の
赤
色
の
顔
料
が
浮
い
て
流

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
顔
料
の
層
が
比
較
的
厚
か

つ
た
た
め
に
、
顔
料
に
含
ま
れ
る
艝
着
成
分
が
作
用
し
な
か
っ
た

こ
と
と
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

ニ
.
洗
浄
と
固
定

整
理
作
業
を
し
や
す
く
し
、
ま
た
後
の
保
護
作
業
に
必
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
竹
簡
は
簡
憤
博
物
館
の
専
門
家
の
手
に
ょ
っ
て
蒸

留
水
で
洗
浄
さ
れ
た
。
写
真
を
撮
影
し
た
後
、
竹
簡
は
そ
の
保
存

状
況
に
応
じ
て
、
或
る
も
の
は
ガ
ラ
ス
片
で
片
面
を
お
さ
え
、
或

る
も
の
は
ガ
ラ
ス
片
で
両
面
か
ら
挟
み
込
み
、
そ
の
上
か
ら
紐
で

縛
っ
て
固
定
さ
れ
た
。
同
時
に
整
理
番
号
札
を
付
け
た
。

三
.
浸
水
保
存

こ
れ
ま
で
我
が
国
で
出
土
し
た
飽
水
状
態
の
竹
簡
に
対
し
て
行

つ
た
保
護
の
経
験
、
特
に
長
沙
走
馬
楼
竹
簡
の
保
護
作
業
の
経
験

に
基
つ
い
て
、
脱
水
保
護
作
業
を
行
う
前
に
、
浸
水
保
存
処
置
を

、、

実
施
し
た
。
竹
簡
を
蒸
留
水
に
浸
す
こ
と
に
は
、
前
の
所
有
者
が

竹
簡
に
使
用
し
た
グ
リ
オ
キ
サ
ー
ル
を
除
去
す
る
効
果
が
あ
り
、

後
に
脱
水
保
護
を
行
う
上
で
好
都
合
で
あ
る
。
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竹
簡
は
光
を
避
け
て
保
存
さ
れ
、
用
い
た
器
具
類
は
消
毒
滅
菌

さ
れ
た
。
竹
簡
を
浸
水
保
存
の
た
め
に
蒸
留
水
に
浸
す
際
に
は
、

低
濃
度
の
第
四
級
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
塩
類
の
防
腐
剤
を
使
用
し
た
。

作
業
員
は
、
定
期
的
に
保
存
液
の
検
査
と
交
換
と
を
行
っ
た
。

水
に
浸
し
た
竹
簡
を
保
存
す
る
収
蔵
室
の
環
境
は
、
気
温
が
二

十
度
に
保
た
れ
、
ま
た
力
ー
テ
ン
で
遮
光
さ
れ
た
。

四
安
全
管
理

竹
簡
の
収
蔵
室
は
二
十
四
時
間
録
画
・
監
視
さ
れ
て
お
り
、
作

業
員
.
研
究
者
が
収
蔵
室
に
入
室
す
る
際
は
、
全
員
署
名
し
、
入

退
室
の
時
刻
を
記
録
す
る
。

ま
た
竹
簡
の
保
存
液
の
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
、
収
蔵
室
入
室

者
は
、
竹
簡
を
調
べ
る
時
に
皆
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

五
次
の
保
護
措
置
1
脱
水
保
護

漢
簡
の
釈
読
と
編
綴
復
原
が
終
了
し
た
後
は
、
国
家
の
関
連
規

定
に
基
つ
き
、
保
護
脱
水
計
画
を
制
定
し
、
脱
水
保
護
を
進
め
る
。

甫
注

(
1
)
サ
ッ
ク
ラ
ー
)
「
三
仁
『
m
暑
片
一
n
『
博
物
館
。

(
2
)
「
概
述
」
に
は
、
『
趙
正
(
政
)
書
』
は
、
東
方
の
六
国
の
貴
族
の

後
商
が
漢
初
に
作
っ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
、
と
あ
る
。

(
3
)
甲
本
.
乙
本
・
丙
本
の
三
本
を
合
わ
せ
た
分
量
の
こ
と
を
指
し
て

(
4
)
「
概
述
」

こ
ネ
、

北
大
簡
本
の
『
老
子
』
の
復
原
後
の
竹
簡
数
は
二

二
0
余
枚
と
あ
る
。

(
5
)
「
概
述
」
に
は
、
『
周
馴
(
訓
)
』
に
は
、
殷
の
湯
王
の
太
甲
に
対
す

る
訓
戒
や
、
周
の
文
王
の
武
王
に
対
す
る
訓
戒
な
ど
が
含
ま
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
い
内
{
谷
で
あ
る
と
あ
る
。
ま
た
、

「
周
の
昭
文
公
」
は
『
戦
国
策
』
や
『
呂
氏
春
秋
』
等
に
登
場
す
る

戰
国
中
期
の
東
周
の
国
君
で
、
「
恭
太
子
」
は
西
周
の
武
公
の
太
子
で

あ
る
と
す
る
。

(
6
)
「
概
述
」

『
周
馴
(
訓
)
』
は
、
戦
国
時
代
の
後
半
、
貴
族
の

こ
才
、

子
弟
に
対
し
て
政
治
教
育
を
行
う
際
に
教
材
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
あ
る
。

(
7
)
「
概
述
」

『
妄
稽
』
と
、
後
述
t
る
『
魂
腕
賦
』
と
の
発
見

こ
ま
、

に
ょ
り
、
中
国
古
代
文
学
史
が
必
ず
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

と
あ
る
。

(
8
)
畢
0
亘

い
る
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